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屋
久
島
の
津
々
浦
々
か
ら
、
先

祖
代
々
伝
わ
る
も
の
、
趣
味
が
講

じ
て
、
日
頃
の
ご
縁
で
、
美
術
品
、

工
芸
品
、
い
ろ
い
ろ
な
ジ
ャ
ン
ル

の
お
宝
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
選
び
出

さ
れ
た
６
点
を
鑑
定
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

鑑
定
士
は
、
み
な
さ
ん
ご
存
知
、

中
島
誠
之
助
先
生
と
、
京
都
の
ハ

ン
カ
チ
王
子
こ
と
田
中
大
先
生
、

野
球
関
連
の
鑑
定
を
行
う
山
本
清

司
先
生
の
お
３
方
。

　

司
会
は
お
な
じ
み
松
尾
伴
内
さ

ん
。
軽
妙
な
ト
ー
ク
で
、
会
場
を

盛
り
上
げ
ま
す
。

　

出
品
物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
説
明

に
踊
り
だ
す
方
も
!?

　
「
屋
久
島
の
良
さ
は
、
森
だ
け

で
な
く
、
人
が
い
い
ん
で
す
。」

　

今
日
も
、
品
物
に
息
が
か
か
ら

ぬ
よ
う
ハ
ン
カ
チ
持
参
で
す
。

　

は
た
し
て
鑑
定
や
い
か
に
？

　

さ
て
、
鑑
定
額
が
、
出
品
者
の

予
想
評
価
額
を
上
回
る
と
、
町
の

特
産
品
の
た
ん
か
ん
１
箱
を
も
れ

な
く
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
荒
木
町
長
と

ま
る
り
ん
も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま

し
た
。

　

鑑
定
品
、
鑑
定
結
果
は
、
鹿
児

島
で
は
Ｋ
Ｙ
Ｔ
鹿
児
島
読
売
放
送

３
月
23
日
（
日
）
の
放
送
を
お
楽

し
み
に
！

　

さ
あ
、
ど
ん
な
お
宝
・
珍
品
・

奇
品
が
お
目
見
え
す
る
か
、
楽
し

み
で
す
ね
。

開運なんでも鑑定団
出張鑑定大会in屋久島

１
月
19
日（
日
）宮
之
浦
の
離
島
開
発

総
合
セ
ン
タ
ー
に『
開
運
！
な
ん
で
も

鑑
定
団
』が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
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今
年
か
ら
１
月
３
日
の
開
催
と
な
っ
た
平
成
26
年

屋
久
島
町
成
人
式
が
、
宮
之
浦
の
離
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
成
人
式
に
は
、出
郷
者
な
ど
132
名
が
参
加
。

屋
久
島
が
日
本
で
初
め
て
世
界
自
然
遺
産
に
登
録
さ

れ
た
平
成
５
年
度
に
生
ま
れ
た
方
た
ち
で
す
。

　

記
念
講
演
で
は
「
在
宅
ホ
ス
ピ
ス
和
み
の
里
」
代

表
の
柴
田
久
美
子
さ
ん
が
「
何
の
た
め
に
生
き
て
い

る
の
か
。
大
事
な
人
に
、
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
継

承
す
る
た
め
に
生
き
て
い
る
」
と
、
両
親
な
ど
大
切

な
人
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
な
ど
に
つ
い
て
、
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
成
人
代
表
の
一
湊
の
真
辺
寿
也
く
ん
と
、
吉
田

の
日
髙
華
歩
さ
ん
は
「
信
頼
で
き
る
仲
間
と
互
い
に

助
け
合
い
、
高
め
合
い
な
が
ら
着
実
に
前
に
進
ん
で

い
き
た
い
」
と
、
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

平
成
26
年

屋
久
島
町
成
人
式
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消防出初式

　

１
月
５
日
（
日
）
宮
之
浦
地
区

で
平
成
26
年
屋
久
島
町
消
防
出
初

式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
難
事
故
発
生
の
た
め
、
永
田

と
吉
田
の
分
団
が
参
加
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
口
永
良
部
分
団
を

含
む
屋
久
島
町
消
防
団
約
３
０
０

名
と
消
防
車
両
が
、
益
救
神
社
か

ら
宮
浦
小
学
校
ま
で
を
パ
レ
ー
ド

し
、
ゆ
か
り
幼
稚
園
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
演
技
や
、
機
械
器
具
点

検
の
後
、
宮
之
浦
川
河
畔
で
の
放

水
演
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
離
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
に
会
場
を
移
し
、
長
年
功
績

の
あ
っ
た
方
々
へ
の
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
表
彰
さ
れ
た
の
は
、
次

の
方
々
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
一
】
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

元
本
部
副
団
長　
　

白
濱　
　

繁

消
防
司
令　
　
　
　

小
野　

哲
義

【
二
】
全
国
消
防
長
会
表
彰

四
〇
年
勤
続
功
労
章

消
防
司
令　
　
　
　

小
野　

哲
義

【
三
】
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章

本
部
団
長　
　
　
　

鎌
田　

恒
美

勤
続
章

本
部
団
長　
　
　
　

鎌
田　

恒
美

永
田
分
団
分
団
長　

岩
川　

俊
広

八
幡
分
団
分
団
長　

岩
川　

修
一

栗
生
分
団
副
分
団
長　

松
田　

康
利	

【
四
】
鹿
児
島
県
消
防
協
会
長
表
彰	

功
績
章

中
央
分
団
副
分
団
長　

山
口　

資
伸

安
房
分
団
班
長　
　

備　
　

弘
美

安
房
分
団
団
員　
　

日
髙　

義
友

神
山
分
団
団
員　
　

鎌
田　

幸
男

神
山
分
団
団
員　
　

山
田　

博
昭

神
山
分
団
団
員　
　

岩
川　

宗
男

神
山
分
団
団
員　
　

財
部　

孝
德

栗
生
分
団
団
員　
　

岩
山　

和
生

精
績
章

口
永
良
部
分
団
副
分
団
長　

貴
舩　
　

森

口
永
良
部
分
団
部
長　

久
木
山
栄
一

神
山
分
団
部
長　
　

大
山　

秀
隆

口
永
良
部
分
団
班
長　

峯
苫　
　

健

永
田
分
団
班
長　
　

小
倉　

浩
司

口
永
良
部
分
団
団
員　

石
黒　
　

誠

一
湊
分
団
団
員　
　

尾
田　

賢
志

中
央
分
団
団
員　
　

眞
邉　
　

大

中
央
分
団
団
員　
　

蜂
須
賀　

勉

小
瀬
田
分
団
団
員	　

伊
藤　

昭
二

小
瀬
田
分
団
団
員	　

山
之
内　

剛

安
房
分
団
団
員　
　

日
高　

一
生

表
彰
者
名
簿
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平成26年
屋久島町

八
幡
分
団
団
員　
　

泊　
　

良
明

栗
生
分
団
元
団
員　

鮫
島　

洋
一

【
五
】
鹿
児
島
県
知
事
表
彰	

十
年
勤
続	

	
	

安
房
分
団
部
長　
　

白
濱　

裕
樹

一
湊
分
団
団
員　
　

竹
之
内　

伸

一
湊
分
団
団
員　
　

竹
之
内
明
彦

中
央
分
団
団
員　
　

内
田　

正
喜

中
央
分
団
団
員　
　

牧　
　

寿
孝

安
房
分
団
団
員　
　

槇　
　

利
治

安
房
分
団
団
員　
　

岩
川　

孝
行

神
山
分
団
団
員　
　

鎌
田　

忠
明

神
山
分
団
団
員　
　

日
髙　

貴
志

神
山
分
団
団
員　
　

黒
飛　
　

淳

八
幡
分
団
団
員　
　

中
間　

浩
樹

八
幡
分
団
団
員　
　

山
岡　

昭
二

栗
生
分
団
団
員　
　

馬
場　

泰
造

【
六
】
鹿
児
島
県
消
防
協
会
熊
毛

支
部
長
表
彰	

功
績
章		

	
	

口
永
良
部
分
団
部
長　

久
木
山
栄
一

神
山
分
団
部
長　
　

大
山　

秀
隆

口
永
良
部
分
団
班
長　

峯
苫　
　

健

永
田
分
団
班
長　
　

小
倉　

浩
司

口
永
良
部
分
団
団
員　

石
黒　
　

誠

中
央
分
団
団
員　
　

内
田　

隆
徳

小
瀬
田
分
団
団
員	　

伊
藤　

昭
二

小
瀬
田
分
団
団
員　

山
之
内　

剛

安
房
分
団
団
員　
　

日
高　

一
生

神
山
分
団
団
員　
　

相
良　

孝
男

栗
生
分
団
団
員　
　

山
﨑　

俊
之

功
労
章		

	
	

八
幡
分
団
部
長　
　

中
間　

慎
也

一
湊
分
団
班
長　
　

中
馬
慎
一
郎

中
央
分
団
班
長　
　

牧　

優
作
郎

栗
生
分
団
団
員　
　

馬
場　

泰
造

感
謝
状		

	
	

本
部
元
副
団
長　
　

岩
川　

豊
美

本
部
元
副
団
長　
　

白
濱　
　

繁

一
湊
分
団
元
分
団
長　

寺
田　

英
美

小
瀬
田
分
団
元
分
団
長　

新
田　

実
雄

八
幡
分
団
元
分
団
長　

島
田　

政
仁	

	【
七
】
退
職
消
防
団
員
報
償	

第
一
号
報
償	

	
	

本
部
元
副
団
長　
　

白
濱　
　

繁

本
部
元
副
団
長　
　

岩
川　

豊
美

一
湊
分
団
元
分
団
長　

寺
田　

英
美

小
瀬
田
分
団
元
分
団
長　

新
田　

実
雄

八
幡
分
団
元
分
団
長　

島
田　

政
仁

神
山
分
団
元
部
長　

市
橋　

光
廣

永
田
分
団
元
団
員
（
故
）
藤
山　

義
夫

第
二
号
報
償	

	
	

一
湊
分
団
元
部
長	　

竹
之
内
正
一

八
幡
分
団
元
部
長　

齊
藤　

直
樹

中
央
分
団
元
班
長　

中
峰　

秀
典

中
央
分
団
元
班
長
（
故
）
永
野　

成
裕

中
央
分
団
元
団
員　

川
口　

義
廣

安
房
分
団
元
団
員	　

本
田　

竜
二	

【
八
】
屋
久
島
町
長
表
彰

感
謝
状　
　
　
　
　

安
房
郵
便
局
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教
育
委
員
会
は
、
古
く
か
ら
楠

川
地
区
に
伝
わ
る
盆
踊
り
を
「
町

の
年
中
行
事
、
祭
礼
、
法
会
等	

の

中
で
行
わ
れ
る
行
事
で
芸
能
の	
基

盤
を
示
す
も
の
」
と
し
て
、	
平
成

26
年
１
月
１
日
、
屋
久
島
町
無
形

民
俗
文
化
財
に
指
定
し
ま
し
た
。

　

楠
川
盆
踊
り
は
、｢

ヨ
イ
ヤ
サ｣

の
呼
称
で
親
し
ま
れ
、
庭
入
り
の

出
端
（
ヨ
イ
ヤ
サ
）
と
四
ッ
竹
踊

り
、
鈴
踊
り
（
松
島
踊
り
）、
扇

子
踊
り
、
手
踊
り
、
笹
踊
り
、
伊

勢
音
頭
の
６
つ
の
踊
り
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
８
月
13
日
、
15
日
に
行

わ
れ
、
15
日
は
本
蓮
寺
や
村
エ
ビ

ス
、
神
社
、
浜
エ
ビ
ス
な
ど
に
奉

納
し
た
後
、
初
盆
を
迎
え
る
家
々

を
回
っ
て
踊
ら
れ
ま
す
。

　

初
盆
の
家
で
の
踊
り
は
「
と
も

よ
踊
り
」
と
も
呼
ば
れ
、
踊
り
手

は
扇
子
の
上
に
シ
キ
ミ
の
葉
を
乗

せ
「
ナ
ン
ミ
ョ
ー
ホ
ー
」
と
唱
え

て
か
ら
踊
り
始
め
ま
す
。

　

踊
り
手
、囃は

や

し
手
（
太
鼓
、小
鼓
）

歌
い
手
と
も
青
年
男
子
に
よ
り
構

成
さ
れ
、
衣
装
は
浴
衣
に
鉢
巻
、

ほ
か
に
道
具
と
し
て
四
ッ
竹
鈴

（
湯
呑
み
に
小
銭
を
入
れ
て
白
い

布
で
く
る
ん
だ
も
の
）、
扇
子
笹

枝
が
使
わ
れ
ま
す
。

　

保
存
会
の
榎
光
徳
会
長
は
「
お

盆
時
期
、
他
の
集
落
の
民
俗
行
事

を
見
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。」
と
、
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
指
定
に
よ
り
、
町
指
定

文
化
財
は
42
件
（
天
然
記
念
物
18
、

史
跡
９
、
有
形
文
化
財
11
、
民
俗

文
化
財
４
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

陸
上
自
衛
隊
第
８
師
団
第
８
音

楽
隊
の
「
屋
久
島
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
、
１
月
18
日
（
土
）

宮
之
浦
の
離
島
開
発
総
合
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

前
屋
久
島
町
長
の
日
髙
十
七
郎

さ
ん
（
74
）
が
、
東
京
都
で
開
催

さ
れ
た
離
島
振
興
60
周
年
記
念
功

労
者
表
彰
式
典
で
、
全
国
離
島
振

興
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昭
和
25
年
に
制
定
さ

れ
た
離
島
振
興
法
の
制
定
60
周
年

を
記
念
し
、
こ
れ
ま
で
の
功
績
を

顕
彰
し
、
新
た
な
時
代
の
要
請
に

対
応
し
た
離
島
振
興
を
展
望
す
る

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
曲
か
ら
昭
和
初
期

の
懐
メ
ロ
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
メ

ド
レ
ー
な
ど
、
演
目
も
多
彩
で
、

ダ
ン
ス
や
曲
間
の
笑
い
を
誘
う
演

出
な
ど
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
る

ス
テ
ー
ジ
に
、
満
場
の
拍
手
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

　

屋
久
島
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
共

演
も
あ
り
、
蓑
毛
勝
熊
音
楽
隊
長

は
「
生
徒
の
皆
さ
ん
の
上
達
の
早

さ
に
驚
き
ま
し
た
」
と
、
賛
辞
し

て
い
ま
し
た
。

こ
と
を
目
的
と
し
て
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　

日
髙
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら

旧
屋
久
町
長
と
し
て
、
ま
た
、
平

成
19
年
の
町
の
合
併
後
は
、
初
代

屋
久
島
町
長
と
し
て
、
延
べ
５
期

22
年
以
上
に
わ
た
り
町
の
発
展
に

精
励
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
間
15
年
以
上
に
わ
た
り
全
国
離

島
振
興
協
議
会
会
長
、
副
会
長
、

理
事
を
歴
任
さ
れ
、
昨
年
法
改
正

を
迎
え
た
離
島
振
興
法
の
制
定
な

ど
、
全
国
の
離
島
振
興
に
も
大
き

く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
該
楽
団
は
、
熊
本
市
の
北
熊

本
駐
屯
地
に
あ
り
、
自
衛
隊
の
海

外
派
遣
時
の
壮
行
演
奏
や
、
南
九

州
各
地
の
巡
回
公
演
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
５
年
前
に
は
町
の
合

併
時
に
来
島
さ
れ
、
そ
の
縁
で
当

時
の
新
田
祐
樹
隊
長
が
「
屋
久
島

町
民
歌
」
の
作
曲
を
手
掛
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

楠
川
盆
踊
り（
民
俗
芸
能
）

　
　町
の
文
化
財
に
指
定
全
国
離
島
振
興
協
議
会
会
長
表
彰

懐
メ
ロ
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク

安
房
の
日
髙
十
七
郎
さ
ん

〜
多
彩
な
演
目
会
場
を
沸
か
す
〜
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八
幡
小
学
校
で
１
月
21
日
（
火
）

次
代
を
担
う
子
ど
も
の
文
化
芸
術

体
験
事
業
（
文
部
科
学
省
）
と
し

て
、
国
の
重
要
無
形
文
化
財
「
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
」
の
公
演
が
あ
り

ま
し
た
。

　

八
幡
小
学
校
の
ほ
か
、
幼
稚
園

や
栗
生
小
・
神
山
小
児
童
と
、
そ

の
保
護
者
な
ど
約
１
５
０
人
が
鑑

賞
し
、
７
月
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
た
八
幡
小
の
児
童
な
ど

が
、
太だ

ゆ
う夫

と
呼
ば
れ
る
語
り
手
の

体
験
や
、
実
際
に
人
形
を
動
か
す

体
験
を
行
っ
た
ほ
か
、
演
目
「
え

び
す
舞
」
の
中
で
は
、
旧
来
の
願

か
け
の
風
習
に
な
ら
い
、
児
童
た

ち
が
考
え
た
願
い
ご
と
が
物
語
の

中
で
登
場
す
る
演
出
等
に
、
会
場

か
ら
は
笑
顔
と
拍
手
が
沸
き
起
こ

り
ま
し
た
。

　

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
は
、
江
戸
時

代
か
ら
５
百
年
以
上
受
け
継
が

れ
、
太
夫
と
三
味
線
な
ど
の
鳴
り

物
に
合
わ
せ
て
演
じ
ら
れ
る
大
型

の
人
形
操
り
で
す
。
今
回
来
島
さ

れ
た
淡
路
人
形
座
な
ど
が
継
承

し
、
ま
た
国
の
事
業
を
受
け
て
、

全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
、
日
本
の

優
れ
た
芸
術
作
品
と
し
て
、
体
験
・

鑑
賞
す
る
機
会
が
提
供
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

八
幡
小
学
校
６
年
生
の
岩
川
小

夏
さ
ん
は
「
最
初
は
出
来
る
か
心

配
だ
っ
た
け
ど
、
体
験
で
き
て
良

か
っ
た
」と
、感
想
を
話
し
ま
し
た
。	

　

１
月
25
日
（
土
）
小
島
（
菅
原
）

神
社
の
例
大
祭
が
あ
り
、
小
島
棒

踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
が
姉
妹
都
市
友
好
盟
約
を

結
ん
で
い
る
青
森
県
青
森
市
の
浪

岡
地
区
を
、
今
年
も
町
内
の
中
学

　

こ
の
日
は
、
２
月
１
日
（
土
）

に
八
幡
小
学
校
で
行
わ
れ
る
町
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
研
究
委
嘱
公
開
で
の

棒
踊
り
の
発
表
に
向
け
練
習
を
積

ん
で
き
た
小
学
生
な
ど
集
落
の
子

ど
も
た
ち
８
人
が
、
大
人
の
奉
納

踊
り
の
後
、
そ
の
成
果
を
披
露
し

ま
し
た
。

　

八
幡
小
学
校
で
は
毎
年
、
集
落

の
方
々
の
指
導
を
受
け
、
学
習
発

表
会
で
、
各
集
落
の
伝
統
芸
能
を

披
露
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
１

生
４
人
（
男
子
３
人
、
女
子
１
人
）

が
12
月
24
日（
火
）か
ら
28
日（
土
）

の
日
程
で
訪
問
し
ま
し
た
。
昨
年

８
月
の
ご
神
山
祭
り
で
運
行
し

た
”ね

ぶ
た
“の
体
験
を
口
々
に
語

り
な
が
ら
雪
国
青
森
へ
、
夏
に
青

森
か
ら
訪
れ
た
友
達
の
お
宅
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
青

森
で
は
北
国
で
盛
ん
な
カ
ー
リ
ン

グ
や
、
ね
ぶ
た
の
歴
史
や
技
術
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
館

「
ワ
・
ラ
ッ
セ
」
の
見
学
な
ど
、
屋

久
島
で
は
経
験
で
き
な
い
貴
重
な

体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
で
の
生
活
や
文
化
の

週
間
後
の
委
嘱
公
開
で
の
発
表
を

前
に
、
集
落
の
多
く
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
こ
う
と
、
大
祭
の
日
の

披
露
と
な
り
ま
し
た
。
土
曜
日
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
集
落
内
外
か

ら
多
く
の
見
物
客
が
集
ま
り
、
午

後
か
ら
催
さ
れ
た
余
興
大
会
も
、

公
民
館
ホ
ー
ル
に
あ
ふ
れ
る
ほ
ど

の
賑に

ぎ

わ
い
で
し
た
。

違
い
に
も
感
動
し
ま
し
た
。

		

今
回
は
、
世
界
自
然
遺
産
登
録

20
周
年
を
記
念
し
て
実
施
さ
れ
た

８
月
の
ね
ぶ
た
運
行
の
お
礼
の
た

め
、
荒
木
町
長
も
鹿
内
青
森
市
長

を
訪
問
し
、
今
後
ま
す
ま
す
の
交

流
を
確
認
し
あ
い
ま
し
た
。

国
の
重
要
無
形
文
化
財

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
を
体
験
・
鑑
賞

砂
塵
舞
う
！
小
島
棒
踊
り

集
落
の
子
ど
も
た
ち
も

雪の青森へ

日本列島「島いとこ」中学生交換ホームステイ
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区
制
60
周
年
を
迎
え
た
長
峰

区
は
、
昨
年
８
月
の
記
念
夏
祭

り
に
つ
づ
き
、
１
月
26
日
（
日
）

式
典
と
、
記
念
植
樹
を
長
峰
生

活
館
な
ど
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

生
活
館
広
場
で
、
町
長
や
議
長
、
今
年
還
暦
を
迎
え

た
方
々
の
代
表
な
ど
の
桜
の
木
の
記
念
植
樹
の
後
、
生

活
館
で
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
区
の
歴
史
と
先
人
た
ち

の
取
り
組
み
に
敬
意
を
表
し
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
祈

願
し
ま
し
た
。
泊
圭
一
郎
長
峰
区
長
は
「
こ
の
記
念
の

年
に
、
区
民
の
皆
様
の
取
り
組
み
が
鹿
児
島
県
に
も
評

価
さ
れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
奨
励
賞
を
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

長
峰
区
は
、戦
後
、政
府
直
轄
開
拓
地
と
し
て
開
か
れ
、

昭
和
28
年
小
瀬
田
区
か
ら
分
区
し
ま
し
た
。

　

１
月
７
日
（
火
）
各
集
落
で
は
、

伝
統
行
事
の
鬼
火
焚
き
や
門
回
り
（
祝

い
申
そ
う
）、
七
草
祝
い
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

一
湊
集
落
で
は
、
午
前
10
時
、
一

湊
川
の
河
口
の
砂
浜
に
竹
な
ど
で
や

ぐ
ら
を
組
み
、
正
月
飾
り
を
燃
や
し

ま
し
た
。
中
心
の
ひ
と
き
わ
高
い
竹

に
は
、
子
ど
も
た
ち
が
書
い
た
鬼
の

絵
を
掲
げ
、
火
を
つ
け
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
た
ち
が
鬼
め
が
け
て
、
石
を
投
げ
ま
し
た
。

　

宮
之
浦
で
は
午
後
４
時
頃
、
降
り
続
い
た
雨
が
上
が
る

と
、
子
ど
も
た
ち
の
門
回
り
の
歌
に
つ
づ
き
火
が
つ
け
ら

れ
、
正
月
飾
り
の
山
か
ら
引
い
た
わ
ら
縄
を
握
り
、
燃
え

ず
み
を
持
ち
帰
っ
て
い
ま
し
た
。

　

大
晦
日
、
宮
之
浦
の
益
救
神
社
で
、
益

救
神
太
鼓
年
越
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

宮
之
浦
岳
を
奥
宮
と
し
、
祭
神
「
彦ひ

こ
ほ火

火ほ
で
み
の
み
こ
と

出
見
命
（
一い

っ
ぽ
ん
ほ
う
じ
ゅ
だ
い
ご
ん
げ
ん

品
宝
珠
大
権
現
）」
を
ま
つ

る
益
救
神
社
に
、山
か
ら
下
り
て
き
た
神
々

が
集
う
様
子
を
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
表
現

す
る
「
益
救
神
太
鼓
」。

　

み
こ
し
と
共
に
集
落
を
巡
る
美
幸
祭
の

後
、
鎮
守
の
森
に
笛
の
音
と
と
も
に
現
れ

た
神
々
が
、
荒
々
し
く
太
鼓
を
打
ち
鳴
ら

し
、
参
拝
客
の
厄
を
は
ら
う
。

　

今
年
も
、
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
、
か

が
り
火
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
境
内
で
太
鼓

の
音
と
共
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

一
湊
集
落
で
行
う
第
２
回
「
一
湊
ハ
イ
キ
ン
グ
」
が

開
催
さ
れ
、
集
落
民
を
中
心
に
約
90
人
が
、
設
定
さ
れ

た
５
つ
の
コ
ー
ス
の
内
、看
板
設
置
な
ど
の
整
備
を
行
っ

た
２
コ
ー
ス
と
、集
落
内
を
歩
く「
里
地
め
ぐ
り
コ
ー
ス
」

の
３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
歩
き
ま
し
た
。

　

一
番
人
気
は
、
集
落
が
見
渡
せ
る
「
の
ぞ
み
橋
〜
旧

無
線
塔
コ
ー
ス
」。「
昔
、
テ
レ
ビ
の
中
継
所
も
あ
っ
て
、

夕
方
に
な
る
と
、皆
が
テ
レ
ビ
を
見
に
登
っ
て
き
た
」と
、

中
島
確
（
82
）
さ
ん
。

　

口
コ
ミ
で
参
加
し
た
宮
之
浦
の
家
族
連
れ
も
、

昔
語
り
に
花
を
咲
か
せ
る
集
落
民
の
輪
に
加
わ
り

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

各
コ
ー
ス
と
も
、
持
参
の
お
弁
当
を
食
べ
て
約

２
時
間
半
ほ
ど
で
発
着
地
の
公
民
館
に
返
っ
て
き

ま
し
た
。
里
め
ぐ
り
コ
ー
ス
を
歩
い
た
後
、
番
屋

峰
に
登
る
参
加
者
も
あ
り
ま
し
た
。

区制60周年を記念して語ろう〜歩こう〜ふるさとを

植樹・記念式典ウォーキングMAPを設置

鬼火焚き
　　各集落で

1年の厄を払う

益救神太鼓年越し祭
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　１月２２日（水）から２３日（木）にかけて、文化庁の次代を担う子どもの文
化芸術体験事業で「風の五重奏団」に来校していただきました。
　「風の五重奏団」は、ホルン、フルート、オーボエ、クラリネット、ファボッ
トの木管五重奏で編成され、楽器をまるで身体の一部のように操り、すばら
しい演奏を聴かせてくださいました。演奏は、中学校立志式、小学校演奏会、
中学校演奏会の三部形式で行われ、保護者や島民の方も一緒に音楽を楽しみ
ました。
　演奏曲は、ヘンデルの「水上の音楽」や、ニールセンの「木管五重奏曲」の他、
アニメ映画「魔女の宅急便」から「海の見え
る街」など、子どもたちにもなじみのある
曲もありました。

　また、立志式では、演奏者の皆さんの中学時代のお話や、演奏家を
志したきっかけなども聞くことができ、中学生にとっては、進路選択
の参考ともなる良い機会となりました。
　中学２年生の中尾應伴くんは「こんなに身近で聴いたのは初めてで、
耳だけでなく、肌で音を感じることができました」と、その臨場感と
演奏の素晴らしさを表現していました。

肌で音を感じる演奏会
「風の五重奏団」来島

たすきつなぐ 永田小５・６年生

屋久島一周駅伝

　

永
田
小
学
校
の
５
・
６
年
生
11
人

が
、
担
任
教
諭
た
ち
と
共
に
１
月

26
日
（
日
）
第
17
回
目
と
な
る
屋

久
島
一
周
駅
伝
に
挑
戦
、
１
㎞
か

ら
２
㎞
の
距
離
を
計
56
回
の
た
す

き
リ
レ
ー
で
つ
な
ぎ
、
み
ご
と
ゴ
ー

ル
し
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
、
年
度
当
初
か
ら

授
業
前
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
、

11
月
に
は
「
浜
レ
ー
ス
」
で
砂
浜

で
の
長
距
離
走
に
も
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

駅
伝
中
盤
、
疲
れ
の
目
立
つ
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昼
食
後

に
は
見
違
え
る
よ
う
に
元
気
に
な

り
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
保
護
者
や
地

域
の
方
々
の
声
援
を
力
に
、
ア
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
激
し
い
一
週
道
路
を

と
き
お
り
吹
く
強
い
風
に
も
負
け

ず
、
完
走
し
ま
し
た
。



　

１
月
26
日
（
日
）
宮
之
浦
体
育

館
で
、
高
校
生
ク
ラ
ブ
ぽ
ん
だ
ま

主
催
の
「
や
く
し
ま
っ
子
」
わ
ん

ぱ
く
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
４
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
町
内
の
子
ど
も
た

ち
約
40
人
が
、
高
校
生
の
お
兄

ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
と
楽

し
く
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
と
お

し
て
、
体
育
館
中
を
元
気
い
っ
ぱ

い
走
り
回
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
の
作
品
や
紙
飛
行
機
、
参

加
賞
等
の
持
ち
き
れ
な
い
く
ら
い

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
ご
満
悦
の
様
子

で
し
た
。
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＊
毎
月
第
３
土
曜
日
は
「
青
少
年
育
成
の
日
」　
＊
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」　
＊
毎
月
23
日
は
「
子
ど
も
と
い
っ
し
ょ
に
読
書
の
日
」

「さわやかあいさつ日本一のまち」づくりを推進しましょう 
〜いつでも　どこでも　だれとでも　気持ちのよいあいさつをしましょう〜

屋久島町「さわやかあいさつ日本一のまち」づくり推進委員会

　町内で顕著な社会教育活動を行っている団体並びに個人の表彰や社会教育関係団体の活動発表、交流
事業の発表を行います。また、元大相撲「小結」で “平成の牛若丸” の愛称で親しまれ、現役時代は、
小兵ながらその技の豊富さから “技のデパート” とも呼ばれ、相撲ファンのみならず、多くの人々を魅
了し、現在も各地で講演を行なうなど活躍中の「舞の海　秀平」さんの講演を行います。
　町民の皆様の多数のご来場をお待ちしています。

　　日　時：２月２３日（日）
　　　　　　１２時３０分受付・午後１時開会
　　場　所：屋久島町総合センター（安房）
　　内　容：○　各種表彰（個人・団体）
　　　　　　○　学習成果発表（交流事業等の発表）
　　　　　　○　講　演
　　　　　　　　講師：「舞の海　秀平」（元大相撲「小結」　ＮＨＫ大相撲解説者）
　　　　　　　　演題：「可能性への挑戦」
　　　　　　　　　　　〜大型力士と戦い続けた現役時代のエピソードや挑戦し続けることの大切さ〜

第７回 屋久島町生涯学習大会

第21回
世界の屋久島美術展

　第21回世界の屋久島美術展の出展作品を

次の各会場に巡回展示します。

　すばらしい作品が多数展示されますので、

ぜひ会場にお立ち寄りいただき、ご鑑賞くだ

さい。

　○屋久島町総合センター（安房）

　　２月14日（金）〜23日（日）　10日間

　○屋久島離島開発総合センター（宮之浦）

　　２月25日（火）〜３月９日（日）　13日間

　○尾之間中央公民館

　　３月11日（火）〜23日（日）　13日間

　

１
月
26
日
（
日
）
霧
島
市
に

お
い
て
地
区
対
抗
女
子
駅
伝
競

走
大
会
が
開
催
さ
れ
、
熊
毛
チ

ー
ム
は
総
合
成
績
８
位
で
悲
願

の
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。

　

本
町
の
前
田
海
音
さ
ん
（
岳

南
中
２
年
生
）
は
、
12
チ
ー
ム

中
区
間
２
位
の
快
走
を
見
せ
、

熊
毛
チ
ー
ム
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
の

原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

２
月
15
日
（
土
）
か
ら
19
日

（
水
）
の
間
は
、
県
下
一
周
市
郡

対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

Ｃクラス優勝！

第27回鹿児島県
地区対抗女子駅伝競走大会

わんぱくフェスタ

ちびっ子全員集合
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農林水産課だより
『ぽんかん，たんかん』
１．たんかんせん定のポイント
　　最近密植園が多くなっています。計画的な間伐を行い、
　おいしい果実の生産に心がけましょう。
　１）間引きせん定を主体にし、光線が樹冠内部にはいる
　　　ように、せん定を行いましょう。
　２）大枝の切り口には、バッチレート等を塗布しましょう。
　３）永久樹と間伐樹のせん定に区別をつけましょう。
　４）枯枝や病害虫の被害枝の除去
　　以上のことに注意しながら、整枝・せん定を行いましょ
　う。
２．施　肥
　　春肥を施用していない園は、３月上旬までに『クミア
　イ配合５号』等を成木で７から９袋程度施肥しましょう。
３．病害虫対策
　１）たんかんの収穫後に、スプレーオイル１５０倍とコ
　　　サイド３０００の２０００倍に加用クレフノン
　　　２００倍を散布すると、ハダニやかいよう病防除に
　　　効果的です。
　２）そうか病の発生している園が多くなっています。防除
　　　適期は、春葉：発芽期〜落花期
　　　　　　　果実：落花期〜梅雨末期です。
　　対策として、風通しが良くなるよう防風樹のすかしを行

　うとともに、前年に多発した園については、まず発芽直後
　にデランフロアブル１０００倍液を散布しましょう。

『ビワ』
１．収穫前の作業として、雑草の繁茂した園は草払い等の
　雑草処理を行い、果実肥大促進や品質向上に努めましょ
　う。
２．施　肥
　　下旬には、早生種の収穫がはじまります。第１回収穫

　時にお礼肥を適正量施用しましょう。

『バレイショ』
１．収穫時の注意点
　１）出荷計画に基づき掘り取り作業を行いましょう。
　２）掘り取ったイモは長時間日にあてると品質低下につな
　　　がるので、注意しましょう。
　３）選別時には傷イモ・ソウカ病等の被害イモが混入し
　　　ないよう十分注意し、厳選出荷に心がけましょう。
２．収穫後の管理
　　収穫が終わったほ場にクズイモや茎葉等が、そのまま
　放置してあるのをよく見かけますが、病気の発生源とな
　ります。クズイモ・ソウカ病イモ等は必ずほ場の外に持
　ち出し処理しましょう。

農林水産課だより （3月の農作業メモ）



　

財
産
管
理
課
で
は
、
町
営
住
宅

の
入
居
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）
及
び

各
支
所
出
張
所
に
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、

申
込
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
募
集
住
宅

○
安
房
集
落
（
２
戸
）

野
首
団
地
２
︱
２
号
・
２
︱
６
号

　

間
取
り
：
３
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン
ク

　

リ
ー
ト
造
２
階
建
て)

　

場　

所
：
安
房
郵
便
局
隣

　

家　

賃
：
月
額
１
０，
０
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

○
尾
之
間
集
落
（
１
戸
）

尾
之
間
団
地
Ｏ
︱
２
︱
１
０
２
号

　

	
	

　
（
世
帯
用
）

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ(

鉄
筋
コ
ン

　

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
１
階)

　

場　

所
：
県
道
を
日
高
石
油
よ

　

り
栗
生
方
面
へ
約
50
ｍ
。
町
営

　

住
宅
２
棟
う
ち
栗
生
側

　

家　

賃
：
月
額
１
６，
６
０
０

　

円
か
ら
（
所
得
に
よ
り
変
動
）

　

敷　

金
：
家
賃
の
３
ヶ
月
分

■
入
居
資
格
者

①
現
在
、
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ

　

と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
、

　

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ

　

る
こ
と
。（
尾
之
間
団
地
の
み
）

③
収
入
が
、
基
準
以
下
で
あ
る
こ

　

と
。（
月
額
所
得
が
15
万
８
千

　

円
を
超
え
な
い
こ
と
。）

※
月
額
所
得
＝{

年
間
所
得	

︱（
扶

養
控
除
38
万
円
×
人
数
＋
特
別
控

除
○
○
○
円}
÷
12

④
町
税
等
滞
納
の
な
い
こ
と
。

■
申
込
期
間

　

７
月
10
日
（
水
）	

〜
18
日
（
木
）

■
そ
の
他

①
２
名
以
上
の
申
込
み
が
あ
っ
た

　

場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

②
抽
選
日
等
に
つ
い
て
は
、
入
居

　

資
格
審
査
後
、
入
居
資
格
を
満

　

た
す
方
に
別
途
通
知
し
ま
す
。

③
現
在
、
平
成
25
年
度
町
営
住
宅

　

の
空
き
家
待
ち(

上
半
期
分)

の

　

登
録
を
し
て
い
る
方
も
、
別
途

　

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問	

財
産
管
理
課
（
宮
之
浦
支
所
）

　

	

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５)

　

財
産
管
理
課
で
は
、
次
の
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
財

産
管
理
課
か
、
各
支
所
出
張
所
に

備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
住
宅

１
．
口
永
良
部
島
定
住
促
進
住
宅

１
︱
１
号

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
木
造
平
屋

建
て
）

２
．
町
営
住
宅

【
永
田
第
２
団
地
１
︱
３
号
】

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
２
階
）

【
志
戸
子
団
地
１
︱
１
号
】

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
１
階
）

【
中
間
団
地
Ｎ
Ａ
︱
１
︱
１
０
２

号
】

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ
（
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
１
階
）

【
本
村
団
地　

１
︱
２
号
】

　

間
取
り
：
３
Ｄ
Ｋ（
木
造
平
屋
）

３
．
一
般
住
宅

【
尾
之
間
１
号
住
宅
】

　

間
取
り
：
４
Ｄ
Ｋ（
木
造
平
屋
）

■
申
込
期
間

　

２
月
12
日（
水
）〜
21
日（
金
）

問	

財
産
管
理
課

　
	

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５
）

　

財
産
管
理
課
で
は
、
平
成
26
年

度
上
半
期
分
【
４
月
か
ら
９
月
末

ま
で
】
の
町
営
住
宅
の
空
き
家
を

待
つ
方
の
順
位
登
録
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

希
望
さ
れ
る
方
は
、
財
産
管
理

課
か
、
各
支
所
出
張
所
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
書
類
を
添

え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
入
居
資
格

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

②
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
こ

と
（
単
身
者
住
宅
を
除
く
）。

③
月
額
所
得
が
15
万
８
千
円
を
超

え
な
い
こ
と
。

※
月
額
所
得
＝
｛
年
間
所
得
︱
（
扶

養
控
除
38
万
円
×
〇
人
＋
特
別
控

除
〇
〇
〇
円
）｝
÷
12

④
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

■
募
集
期
間

　

２
月
12
日（
水
）〜
28
日（
金
）

■
そ
の
他

・
抽
選
の
期
日
等
に
つ
い
て
は
、

入
居
資
格
審
査
終
了
後
、
条
件
を

満
た
す
方
に
通
知
し
ま
す
。

・
平
成
25
年
度
下
半
期
分
の
登
録

後
、
引
き
続
き
申
込
み
を
希
望
さ

れ
る
方
も
、
新
た
に
申
込
み
が
必

要
で
す
。

問	

財
産
管
理
課

　

	

住
宅
管
理
係
（
内
線
２
１
５
）

　

栗
生
診
療
所
の
訪
問
看
護
師
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
１
名

■
資
格
条
件

　

看
護
師
免
許
を
有
し
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方

■
提
出
書
類

　

市
販
の
履
歴
書

　

看
護
師
免
許
証
の
写
し

■
提
出
期
限

　

３
月
31
日
（
月
）

　

※
郵
送
に
つ
い
て
は
、
当
日
消

　
　

印
有
効

■
採　
　
用

　

面
談
の
う
え
、
決
定
す
る
。

　

※
面
談
の
日
時
は
、
別
途
連
絡

　
　

し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
せ
先

　

〒
８
９
１
︱
４
２
０
７

　

屋
久
島
町
小
瀬
田
４
６
９
番
地

４
５　

尾
之
間
支
所　

介
護
衛
生

課
衛
生
係
（
内
線
３
１
９
）

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
な
ど
で

分
か
ら
な
い
こ
と
や
、
聞
き
た
い

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
鹿
児
島

北
年
金
事
務
所
で
は
、
次
の
日
程

で
年
金
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

予
約
受
付
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時

・
３
月
４
日
（
火
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
５
時

　
　

役
場
尾
之
間
支
所
４
階

　
　

大
会
議
室

・
３
月
５
日
（
水
）

　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

　
　

離
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー　

　
（
宮
之
浦
）
２
階
第
２
会
議
室

■
用
意
す
る
も
の

・
印
鑑
、
年
金
手
帳
、
職
歴
が
わ

か
る
も
の
（
メ
モ
可
）

問	

町
民
生
活
課	

年
金
係

　

尾
之
間
支
所
（
内
線
３
１
５
）

　

宮
之
浦
支
所
（
内
線
２
２
８
）

お知らせ INFORMATIONお知らせ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

屋
久
島
町
役
場

☎
４
３
︱
５
９
０
０

口
永
良
部
島
定
住
促
進

・
町
営
・
一
般
住
宅

入
居
者
募
集

訪
問
看
護
師
の
募
集

町
営
住
宅
空
き
家
待
ち

順
位
登
録
に
つ
い
て

年
金
相
談
所
を

開
設
し
ま
す

４月１日から旅券（パスポート）の申請・交付の窓口は、役場になります
　屋久島町では、県からの権限移譲を受け、平成２６年４月１日から旅券（パスポート）の
申請・交付業務を行います。
　これにより、熊毛支庁屋久島事務所では、４月１日以降、パスポートの申請・交付は行え
ませんので、屋久島町に住民登録している方は、原則として役場で手続きを行うことになり
ます。
　詳しくは「町報やくしま３月号」でお知らせします。
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重度心身障害者医療費助成について安房地区山芋貯蔵施設の利用者募集について
	 	屋久島町では、次のいずれかの条件に該当する方
に対して、医療費の自己負担分（ただし医療保険適
用分）の助成を行っています。
【助成対象者】
・身体障害者手帳１級、又は２級をお持ちの方
・児童相談所、又は知的障害者更生相談所において
　知能指数が３５以下と判定された方
・身体障害者手帳３級をお持ちで、かつ、児童相談
　所、又は知的障害者更生相談所において知能指数
　が５０以下と判定された方
【登録方法】
　下記のものをご準備のうえ、福祉事務所または役
場各支所にて申請してください。
（１）医療保険の被保険者証（国民健康保険、社会

保険及び共済組合等）、若しくは、後期高齢者
医療被保険者証

（２）普通預金通帳
（３）印鑑
【助成金の申請方法】
　支給申請書に医療機関の証明をもらい（医療機関
の領収書でも可）、福祉事務所または役場各支所で
申請してください。申請書は、１ヶ月分に対して 1
枚提出してください。
注意	診療月の翌月から 6ヵ月以内に申請してくだ
さい。それ以降は、助成の対象となりません。
問	町福祉事務所	福祉係	☎４６－３５０２

		町が平成１２年度に安房地区に整備した山芋貯蔵
施設について、より効率的な活用を図るため、施設
利用者を募集します。
１．施設の内容
			１) 建物の中に延べ床面積	約９０㎡、高さ約５ｍ
			 の密閉できる区画 (部屋 ) が、４つあります。
			２) 一部区画 ( 部屋 ) については、冷蔵庫として

利用可能です。
２．利用経費
				１) 施設使用料
　　　　施設全体	　　　９６, ０００円／１ヶ月
　　　　１区画あたり	　２４, ０００円／１ヶ月
				２) 電気料 (※消費税抜きの金額です )
					・照明 ( 電灯 )
							基本料　　　　　　約３, ２４０円
							使用量に応じ　　　　　　約１８円／ｋｗｈ
					・動力 ( 冷蔵庫として利用する場合 )
							基本料　　　　　約３２, ３００円／１ヶ月
							使用量に応じ　　　　　　約１５円／ｋｗｈ
３．公募締め切り
　　平成 26年２月 28日（金）
　　施設利用を希望される方や詳しいことを知り　
　たい方・施設を見学したい方は、農林水産課（内
　線３０５）まで、お問い合わせください。

世界遺産登録２０周年記念　ウィルソンの里めぐり

まるりん大作戦「１００年前の屋久島　ここはどこ？？」
～～みんなで探そうウィルソン博士の足跡～～

　１００年前屋久島でウィルソン博士が撮影した写真のうち、撮影場所が特定できた７か所とウィルソ
ン博士が歩いたと思われる楠川歩道の一部を巡るツアー

【日　　時】　２月２３日（日）　午前９時～１１時　　【場　　所】　一湊～志戸子～楠川
【申込方法】　２月１５日（土）から電話予約（先着２０人）　※参加費無料　
【講　　師】　古居　智子　≪集落散策≫竹之内秀彦（志戸子）　牧　実寛（楠川）
【主　　催】　屋久島世界自然遺産登録２０周年記念事業実行委員会
	 　　　（鹿児島県・屋久島町・公益財団法人屋久島環境文化財団）
【共　　催】　NPO法人	屋久島エコ・フェスタ
【後　　援】　九州森林管理局・九州地方環境事務所・屋久島町里めぐり推進協議会
　問	屋久島環境文化村センター（☎４２－２９００）
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県
で
は
、
公
共
工
事
で
発
生
す

る
土
を
、
無
償
で
受
け
入
れ
て
い

た
だ
け
る
土
地
を
公
募
し
ま
す
。

■
募
集
対
象
者

　

町
内
で
、
窪
地
の
埋
め
立
て
や

低
地
の
か
さ
上
げ
な
ど
を
予
定
し

て
い
る
土
地
の
所
有
者
、
又
は
借

り
て
い
る
方
で
、
平
成
26
年
４
月

か
ら
27
年
３
月
ま
で
の
間
に
建
設

発
生
土
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
方
。

■
受
け
入
れ
地
の
条
件

・
土
砂
の
運
搬
は
県
で
行
い
ま
す

が
、
運
搬
後
の
土
砂
の
敷
均
し
に

つ
い
て
は
、
受
け
入
れ
る
方
で

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。	

・
原
則
と
し
て
、
10
ト
ン
ダ
ン
プ

ト
ラ
ッ
ク
で
搬
入
で
き
る
場
所
と

し
ま
す
。	

	

・
関
係
法
律
、
条
例
上
埋
め
立
て

可
能
な
土
地
で
あ
り
、
必
要
と
な

る
手
続
き
は
、
申
し
込
み
時
ま
で

に
完
了
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

※
そ
の
他
の
条
件
な
ど
詳
し
く

は
、
県
熊
毛
支
庁
屋
久
島
事
務
所

建
設
課
（
☎
４
６
︱
２
２
１
３
）

ま
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
人
員		

60
名
程
度

■
依
頼
期
間　
平
成
26
年
４
月
〜

　

平
成
27
年
３
月
（
１
年
間
）

■
依
頼
内
容

　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
や
国
有

林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席
な
ど

■
応
募
資
格

　

九
州
・
沖
縄
に
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
で
、
森
林
・
林
業
・
国
有

林
に
関
心
の
あ
る
方
。

■
応
募
期
限　
２
月
28
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

※
当
日
消
印
有
効

■
応
募
方
法

　

氏
名
、
性
別
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
職
業
、
住
所
、
郵
便
番
号
、

電
話
番
号
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
を

知
っ
た
き
っ
か
け
・
応
募
さ
れ
た

理
由
を
記
入
し
た
ハ
ガ
キ
か
封
書
、

又
は
メ
ー
ル
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

〒
８
６
０
︱
０
０
８
１

熊
本
市
西
区
京
町
本
丁
２
番
７
号	

九
州
森
林
管
理
局
企
画
調
整
課

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
担
当
（
☎
０
９

６
︱
３
２
８
︱
３
５
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ

　

０
９
６
︱
３
２
８
︱
３
６
４
３
）

E-m
ail　

ky_kikaku@
rinya.

m
aff.go.jp

■
対
象
者

		

有
効
期
限
が
、
１
年
２
ヶ
月
以

内
に
切
れ
る
免
許
証
（
有
効
期
限

が
、
平
成
27
年
５
月
10
日
ま
で
の

も
の
）、
及
び
失
効
し
た
免
許
証

■
日
時

・
３
月
８
日
（
土
）

　

受
付
：
午
前
12
時
30
分
〜

　

講
習
：
午
後
１
時
〜

■
場
所

　

屋
久
島
環
境
文
化
村
セ
ン
タ
ー

　
（
第
１
・
２
レ
ク
チ
ャ
ー
室
）

■
持
参
す
る
も
の

・
操
縦
免
許
証
・
認
印
・
料
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■
料
金
・
講
習
時
間　

　

更
新
講
習
：
９
千
円（
１
時
間
）

　

失
効
講
習
：
１
万
５
千
円

	

　
（
２
時
間
20
分
）

※
出
来
る
だ
け
、
事
前
に
予
約
し

て
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
視
力
検
査
も
行
い
ま
す
。

問	

入
枝
海
事
事
務
所

（
☎
０
９
９
︱
２
８
１
︱
７
７
５
３
）

建
設
発
生
土
の

受
け
入
れ
地
募
集

平
成
26
年
度

「
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」
募
集

小
型
船
舶
操
縦
免
許
証

更
新
・
失
効
講
習
案
内

“出会い”応援イベント

ＬＯＶＥ  ＢＥＡＴ  in  屋久島
～コーヒーを飲みながら楽しい語らいの場に～

期　　日 ： ３月２日（日）　午後１時～

場　　所 ： 縄文の苑　　　会　　費 ：１, ０００円

参　加　者 ： 独身男女の方々（年齢は問いません）

申込〆切 ： ２月２６日（水）

主　　催 ： 屋久島町地域女性団体連絡協議会

  　（世話やきキューピッド）  

連　絡　先 ： 山崎奈美子　☎ ０９９７（４７）２０３０

    　　　　 （※ FAX 同）

寺田エチ子　☎ ０９９７（４４）２３６３

※ 詳しくは、折込チラシをご覧ください。

ＮＨＫ学園　生徒募集中！
　ＮＨＫ学園では、通信制の高等学校普通科の生徒
と、生涯学習講座の受講者を募集しています。
　まずは、無料の案内書をご請求ください。
■募集内容
　１．平成２６年度高等学校普通科
　　　（広域通信３年制）
　　　【出願期限】４月３０日（水）
　　　【応募対象】中学校を卒業、又は見込みの方、
　　　 高等学校を中退した方
　２．生涯学習通信講座の受講者《	通年申込受付	》
　　　【主な講座】趣味・教養から語学・資格まで、
　　　幅広いジャンル２００コース以上。
　　　・俳句・短歌・書道・ペン字・写経・水彩画・
　　　絵手紙・写真・エッセイ・古文書・ハーブ・
　　　折り紙・ハングル・中国語など

問	ＮＨＫ学園	☎	０４２－５７２－３１５１（代表）
　	案内書請求フリーダイヤル
　　☎	０１２０－０６－８８８１
　	ホームページ：	http://www.n-gaku.jp
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や
く
し
ま
歌
壇

屋
久
島
石
楠
花
短
歌
会
選

　大切な人たちと離ればなれになった子ども
たちがいつかまたきっと手をとり合える日が
くることを願って「福島絵本づくりプロジェ
クト」がたち上げられました。
　３・１１のあの不条理のあと、少年は、ど
のように自分と向き合ったのでしょうか。
　大好きなふるさとを離れることになって、
それでもいつかふるさとに帰ることを約束し
て、がんばってはしりつづける「ぼく」のはなし。

　農場で、愛する少年とおだやかに暮らしていた
馬のジョーイは、軍馬として戦場の最前線に送ら
れます。果してそこでジョーイが眼にした光景
は・・・・
　激烈な戦火の中にあっても、ジョーイは少年と
の再会を信じ、流転しつつも戦場をかけ抜けます。
ジョーイと周囲の人々との交流が胸をうちます。

『 はしるってなに 』

『 戦火の馬 』

和合亮一・文　きむらゆういち・絵

マイケル・モーパーゴ・著

　　　図　　　書　　　名
教場
爪と目
月神
ホテル　ローヤル
泣き童子
井上ひさしと考える日本の農業
かくれんぼどうぶつえん
冒険！発見！大迷路 
けしごむのゴムタとゴムゾー
ヨーグルトようび

　　　作　　 者
長岡　弘樹
藤野　可織
葉室　麟
桜木　柴乃
宮部みゆき
井上ひさし
石津ちひろ
原　裕朗＆バースデイ
かとうまふみ
オレンジページ

  親子読書会
2月19日（水）
26日（水）

　 　10:30～
　 　13:30～

（宮之浦図書室）

男
の
子
縁
な
き
実
感
ひ
し
ひ
し
と

一
人
残
れ
る
戸
籍
簿
に
見
る　
　
　
　
　
　

寺　

田　

和　

子

軽
や
か
に
翼
広
げ
て
白し

ら
さ
ぎ鷺
は

朝
光
の
な
か
宙そ

ら

に
翔
び
立
つ　
　
　
　
　
　

上　

田　

笑　

子

病わ
く
ら
ば葉
を
け
ち
ら
し
遊
び
夕
つ
風

空
に
は
淡
き
宵
の
明
星　
　
　
　
　
　
　
　

竹
之
内　

ふ
じ
江

少
女
か
ら
一
歩
大
人
へ
丹
念
に

ア
イ
ロ
ン
か
け
あ
り
貸
し
た
ハ
ン
カ
チ　
　

大
牟
田　

壮
一
郎

子
も
孫
も
島
に
集
ゐ
て
屠と

そ蘇
交
は
す

今
年
も
無
病
息
災
祈
る　
　
　
　
　
　
　
　

田　

中　

陽　

子

裸
木
に
宿
る
雨
粒
ゆ
ら
ぎ
ゐ
て

や
が
て
呼
び
寄
す
冷
た
き
風
を　
　
　
　
　

永　

野　

紘　

子

冬
の
海
条
件
付
き
で
港
出
る

無
事
に
到
着
ふ
る
さ
と
は
雨　
　
　
　
　
　

中　

島　

正　

代

と
り
ど
り
の
卓
上
賑
は
す
木
の
実
独こ

ま楽

夜
の
集
い
に
結ゆ

い

風
廻
り
ぬ　
　
　
　
　
　
　

兵　

頭　

千
恵
子

畑
に
て
昨
日
話
せ
し
人
逝
き
ぬ

一
瞬
な
り
と
は
交
通
事
故
と
は　
　
　
　
　

寺　

田　

文　

昭

＊ 
掲
載
希
望
の
方
は
、
毎
月
20
日
ま
で
に
必
ず
２
首
を
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。

お
子
さ
ま
の
教
育
資
金
で
お
悩
み
の
方
へ
！

●
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学
・
在
学

　

す
る
お
子
さ
ま
を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
（
お
１
人
に

　

つ
き
３
０
０
万
円
以
内
、
ご
返
済
期
間
は
15
年
以
内
）
で
す
。

●
母
子
家
庭
や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
の
方
に
対
す
る
利
率
低

　

減
措
置
な
ど
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

問 

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー 

☎
０
５
７
０
︱
０
０
８
６
５
６

　

 

日
本
公
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.jfc.go.jp

）

※平成25年11月号掲載の地域別最低賃金（鹿児島県）に誤りがありました。
　正しくは、上記（６６５円）となります。お詫びして訂正いたします。

《鹿児島県の最低賃金》

鹿児島県
最低賃金

時　間　額 効力発生日 適　　用　　範　　囲

665円
平成25年
10月27日

　鹿児島県最低賃金は県下のすべての労働者に適用されます。
ただし、別に定める特定（産業別）最低賃金の産業に該当する
場合は、当該最低賃金が適用されます。
　★最低賃金に関するお問い合わせ★
鹿児島労働局（☎０９９−２２３−８２７８）各労働基準監督署

地域別最低賃金



◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　
名　
　
　

保
護
者　　
地
区

田
中　

海み

あ愛　
　
　
　
　

吉　

田

濱
﨑　

埜の

え詠　
　
　
　
　

一　

湊

池
田　

徠ら
い
と斗　
　
　
　
　

志
戸
子

羽
生　

海か
い
し志　
　
　
　
　

宮
之
浦

羽
生　

悟さ
と
し士　
　
　
　
　

宮
之
浦

矢
根　

藍あ
い
と都　
　
　
　
　

安　

房

佐
倉　

啓け
い
た太　
　
　
　
　

安　

房

◆
ご
結
婚
お
め
で
と
う

　
　
氏　
名　
　
　
　
地　
区

　

渡
邉　

洋
司  

（
永　
　
　

田
）

　

梁　
　

貴
子  

（
永　
　
　

田
）

　

肥
後　
　

優  

（
一　
　
　

湊
）

　

白
迫
麻
里
奈  

（
熊　

本　

県
）

　

日
髙　

太
陽  

（
尾　

之　

間
）

　

中
峰　

秀
美  

（
宮　

之　

浦
）

◆
ご
冥
福
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

氏　
名　
　
　
年
齢　
　
地　
区

弓
削　

福
好　

七
五
歳　

永　

田

日
髙
キ
ヨ
子　

六
八
歳　

吉　

田

近
間　
　

涼　

四
九
歳　

吉　

田

濱
崎　

キ
ヱ　

八
一
歳　

一　

湊

眞
邉　

悦
葊　

五
九
歳　

志
戸
子

久
保　

ハ
ツ　

九
三
歳　

宮
之
浦

牧　
　
　

實　

八
七
歳　

楠　

川

前
野　

政
人　

六
六
歳　

松　

峯

山
田
ま
さ
よ　

三
八
歳　

船　

行

日
髙　

直
安　

七
二
歳　
　

原

山
田　

正
人　

八
一
歳　

湯　

泊

馬
場　

茂
正　

八
一
歳　

中　

間

渡
邊　

キ
ヨ　

九
〇
歳　

栗　

生

羽
生　

キ
ミ　

九
三
歳　

栗　

生

◆
お
礼

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方
か

ら
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。（　

）
は
故
人
。

▼
吉
田
の
近
間
十
九
二
さ
ん

（
子
、
涼
さ
ん
死
去
）

▼
一
湊
の
濱
崎
テ
ル
ヱ
さ
ん

（
母
、
キ
ヱ
さ
ん
死
去
）

▼
志
戸
子
の
眞
邉
ク
エ
さ
ん

（
子
、
悦
葊
さ
ん
死
去
）

▼
宮
之
浦
の
久
保
輝
美
さ
ん

（
母
、
ハ
ツ
さ
ん
死
去
）

▼
楠
川
の
牧
冨
美
江
さ
ん

（
夫
、
實
さ
ん
死
去
）

▼
春
牧
の
木
原
美
智
子
さ
ん

（
夫
、
守
邦
さ
ん
死
去
）

▼
栗
生
の
西
田
ナ
ル
ミ
さ
ん

（
母
、
渡
邊
キ
ヨ
さ
ん
死
去
）

▼
栗
生
の
羽
生
泰
治
さ
ん

（
妻
、
キ
ミ
さ
ん
死
去
）

▼
栗
生
の
岩
川
進
さ
ん

（
父
、
好
さ
ん
死
去
）
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戸
籍
の
窓

十
二
月
受
付
分（
敬
称
略
）

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
町
民
生
活

　課
で
申
込
書
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

戸
籍
の
窓

翔　

太

亜
紗
子

孔　

明

寛　

子

和　

久

敦　

子

翔
志
大

夏　

希

章　

行

　

翼
信　

次

裕　

子

尚　

博

智　

代

栗生診療所の日程
TEL 48-2103

耳鼻咽喉科（予約制）　　
　2月13日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　 27日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00
　3月13日（木）
        10：30〜12：30
        14：00〜15：00

永田診療所の日程
TEL 45-2273

※
諸
事
情
に
よ
り
変
更
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

皮膚科（予約制）
　 2月24日（月）午後
　 25日（火）午前
　 3月 3日（月）午後
　 4日（火）午前
　 17日（月）午後
　 18日（火）午前
眼科（予約制）
　 2月12日（水）午後
　10月13日（木）終日
　10月14日（金）午前
　 3月12日（水）午後
　10月13日（木）終日
　10月14日（金）午前

平成２５年度　屋久島里のエコツアー
のんびりゆったり里のエコツアー②中間集落
期　　日：３月２２日（土）２３日（日）宿泊なし２日間
費　　用：3,000 円（昼食費・材料費・保険料込）
定　　員：先着１０名程度（中学生以上対象）
　　　　　※両日ともに参加できる人
募集締切：３月１４日（金）
【内　容】
・地元の方による『里の案内』　中間ガジュマル・集落の行事について他
・集落内にて『サトウキビ刈り取り』から『黒砂糖精製』まで体験
問	屋久島環境文化研修センター	☎	４６－２９００

フェリー太陽の運休と代船運航について
　フェリー太陽は当分の間、運休します。
　運休の間は、口永良部島−屋久島間は代船を運行しますが、島間便は運休しま
す。口永良部島便の運行時間は次のとおりです。

　　口永良部島　午前 11時発　→　宮之浦　　　正午着
　　宮之浦　　　午後１時発　　→　口永良部島　午後２時着

　なお、定員は 12 人となり、車両の航走はできません。

　また、２月１７日（月）は、貨物船「みさき」が口永良部島航路を運航します。
搭載貨物は、前日の午後５時までにフェリー太陽貨物受付所までお持込ください。
　ご利用のお客様には、大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほどよろしくお
願いします。
　　　　　　　　　　問 財産管理課船舶係（内線２０７）
　　　　　　　　　　　 屋久島海陸運輸（☎４２−０１４０）



2/11
建国記念の日

3/5
年金相談（開発総セ
9:00～14:00）

2/24

「町報やくしま３月
号」発行日

3/153/9 3/10

開発総セ…屋久島離島開発総合センター（宮之浦）
安総セ…屋久島町総合センター（安房）
宮体…宮之浦体育館（旧屋久島勤労者体育センター）
安体…安房体育館（旧屋久町体育館）
尾中公…尾之間中央公民館

尾支所…尾之間支所
安支所…安房支所
宮支所…宮之浦支所
尾保セ…尾之間保健センター
宮保セ…宮之浦保健センター 2  3

町民カレンダー

3/3

2/10
月

宮保セ開放（9:30
～11:30）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）

2/182/17

2/25

宮保セ開放（9:30
～11:30）
母子手帳交付日（宮
保セ9:00～11:30）
年金相談（尾支所
11:00～17:00）

3/4

火

2/19

親子読書会（宮図書
10:30～、13:30～）

宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
世界の屋久島美術展
（開発総セ～3/9）

2/26

屋久島高校卒業式

2/12
水

親子読書会（宮図書
10:30～、13:30～）
県下一周駅伝競走大
会（鹿児島市ゴー
ル・解団式）

「町報やくしま２月
号」発行日
宮保セ開放（9:30
～11:30）

尾保セ開放（9:30
～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）

2/20

町内中学校卒業式

2/27
お話会（尾図書
10:30～11:30）
介護保険料（第6期）
納期限

3/6

2/13
木

2/21

2/28

3/7

世界の屋久島美術展
（安総セ～23日）

2/14
金

2/22

3/8

2/15
土

3/1
あいさつの日

第61回県下一周市
郡対抗駅伝競走大会
（鹿児島市スタート
～19日、14日開会
式）
青少年育成の日

平内民具倉庫公開
（9:00～17:00 ～9
日）

サイクリング屋久島
2014（受付5:30～、
7:00スタート町すこ
やかふれあいセンタ
ー、永田公民館（シ
ョートコース10:30
スタート））家庭の日

平成25年度屋久島
町生涯学習大会（安
総セ13:00～）第１
回屋久島トレイルラ
ン（一湊中学校跡
8:30スタート（ゴー
ル））こどもといっし
ょに読書の日

“出会い”応援イベ
ント「LOVE BEAT 
in 屋久島」（13:00
～縄文の苑）

2/16

2/23

3/2

2/9
日

宮保セ・尾保セ開放
（9:30～11:30）
母子手帳交付日（尾
支所9:00～11:30）
世界の屋久島美術展
（尾中公～23日）

3/11 3/12 3/13 3/14

第１回屋久島トレイ
ルランフォーラム・
前夜祭（屋久島観光
センター18:00～）

一湊ハイキング
（手ノ宇都展望台）
より

一湊ハイキング
（手ノ宇都展望台）
より

一湊ハイキングより一湊ハイキングより 自衛隊ふれあい演奏会より自衛隊ふれあい演奏会より

自衛隊ふれあい演奏会より自衛隊ふれあい演奏会より 消防出初式より消防出初式より

消防出初式より消防出初式より 一湊鬼火たきより一湊鬼火たきより

一湊ハイキングより一湊ハイキングより 小島棒踊り小島棒踊り 小島神社例大祭（棒踊り）小島神社例大祭（棒踊り）

小島棒踊り小島棒踊り

平成26年1月末現在
住民基本台帳に基づく人口（外国人を含む）

安　房
春　牧
平　野
高　平
麦　生
　原
尾之間
小　島
平　内
湯　泊
中　間
栗　生
　計
前月比

人　口
1,120

923
 281
184
283
475
801
200
660
225
223
510

13,495
− 4

世帯数
569
446
138
91

157
216
429
86

321
130
120
282

6,822
− 12

本　村
湯　向
永　田
吉　田
一　湊
志戸子
宮之浦
楠　川
椨　川
小瀬田
長　峰
永久保
船　行
松　峯

人　口
131
11

512
191
741
369

3,216
449
104
456
388
157
282
603

世帯数
73
8

267
104
406
195

1,548
224
50

238
207
79

161
277

●人の動き●●編集後記●
　いぶすき菜の花マラソンに行って
きました。鹿児島では、霧島・屋久
島と並ぶ観光スポットでの一大イベ
ントに、今年も２万人近いランナー
が集まり、沿道から伸びる手に手に、
アメやチョコレートが、どこまでも
続き、お祭りのようです。
　参加している人の理由に「仕事柄
いつも威張ってばかりいるので、自
分を戒めるため」という方がいまし
た。参加されるそれぞれが、様々な
理由で、楽しく、過酷な数時間を経
験します。そこに送られる声援・音楽、
暖かな “おもてなし” に見守られな
がらー　　　　　　　　　　（ヒロ）

町
報

平
成
2
6
年
2
月
号

■
 発
行
・
編
集

　
 屋
久
島
町
企
画
調
整
課

〒
891-4207
鹿
児
島
県
熊
毛
郡
屋
久
島
町
小
瀬
田
469-45

TEL 0997-43-5900
FAX 0997-43-5905

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://www.yakushima-town.jp/


